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情報文化学会　第 2回全国大会　報告要旨

　　　　情報文化論の 萌芽
一

小 島 勝 治 の め ざ し た も の 一

岡山大学　橋本　勝

　小 島勝治 （1914 〜 1944 ）は 、 若 く して 戦地 に 散 っ た 統計学徒で ある 。 しか し、

彼が その 短期間に 残 した業績 は 、 今 日の 研究者の 常識で は考え られ な い 膨大な もの で あ り、

しか も、 民俗学の 素養 と統 計実務者 と い う立場を生か した独 目の 視座か ら展開す る 、 彼の

「統計文化詒」は 情報文化論 の
一

つ の 先駆的研究で あると同時に 、 現代に もその まま通用

す る主 張 を数多 く含み 、 極め て 現 代的意義の 大きい もの と い え る 。

　今回の 報告は 、 彼の 人物 像 と彼 の 「統 計文化論」 の 概 要を紹介す る こ とに よ っ て 、 情報

文化論 の 今後の
一

っ の あ り方を模 索 しよ うとす る もの で あ る 。

1　 略 年 譜

43456789124133333334449999999999911111111111大阪 にて 出生 。

旧制 中学卒業 。 伊勢の 神宮皇学館 の 特待研究生 とな る 。

村社五条宮勤務。 民俗学に 興味を もち 、 翌 年 2 月 『土 と 史亅発刊 。

五条宮退職 。 布施市役所勤 務 。 10 月 よ り統計業務に従事 。

日本大学大 阪専門学 校商科入学 。

統計学 ・ 統計史専攻 を決意 。

大阪統計懇話会 を設 立 。

日本大学大阪専 門学 校卒業 。 10 月 、 布施市役所を退職 。 頓の弘済会勤務。

教育召集。

応召 。

中国 に て 戦病 死 。 　 （享年 29 歳）

ll 主 要 著 作

　臺いず寵も貧の殲 、 約30年を経て、 友人たちの手によっ て適潮…として頗 されたもの國

a 、 日本統計文化史序説　　 1972 　　 未来社

b ．統計文化論集 1 〜 皿　　 1981 〜
　未来社

　　a ． は彼の 代表的な 2 つ の 長編論稿 「中世日本に お け る統計思想 の 発生 およ び統 計

　　　学の 成立 に い た る序史」 「日本統 計文化 史序説」 を収録 した もの で 、 出版 当時 、

　　　NHK の 教養特集で 小島が とりあげ られ た こ と もあ っ て 、 70 年 代の 「小 島 ブ ー

　　　ム 」の 契機に な っ た もの で あ る 。

　　b． は a ．以外の 統計学関係 の 遺作を整理 ・出版 した もの で あ るが 、 彼の 独創的研

　　　究 を基 礎づ け 、 ま た補完す る重要 な論稿を数多 く含ん で い る 。
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皿 　 小 島 の 統 計 文 化 論

　小 島統 計学を語 る場合 、 柳田民俗学の 影響 に 触れ な い わ けに は い か ない
。 す なわ ち 、 柳

田 国 男が 彼 の 民俗学 におい て 、 特 に 重要 視 したの は 、 外 国文明の 影響に よ っ て 変化をみ せ

な い 純 日本 的な文 化や伝統 芸能 の 存在で あ っ たが 、 小島 もまた 、 輸入学 問 と して の 統計思

想 ・ 統計学が 日本 に根づ き成長 した根元力 な り地盤 な りを 日本民族固有 の 統計的素 地 に 求

め よ う とす る 。 彼が 古代か ら近世 に至 る 日本の 統計思 想を探求す る こ とを主要研究テ ーマ

と した所以 もまさに こ こ に あ ると い っ て よい 。 例え ば 、

　 ＊ 風土記 に おける実証観察的数量記述

　 ＊ 三 善 清行の 意見封事十二 条に み られ る統計的議論

　 ＊ 室町期以降に 盛ん に 刊行 され た名数書に み られ る名数思想

　 ＊ 江戸期 に霙用学 と して 発 達 した米相場 の 統計 的予測論

　 ＊ 二 宮 尊徳 らの 藩政改革 に み られ る統 計的判断に よ る平均思想 の 実践

などは 、
い ずれ も西欧 の 統計学 ・統計思想 の 発展 と は ほ と ん ど無縁 に 日本独 自に発達 した

もの で あ り、 小 島は こ れ らを丹念 に 詳察す る こ と に よ っ て 上記の 考え 方に到達 して い く。

そ して 、 こ れ らが 、 あ る時は 呪 術的信仰 と、 また ある時 は儒教的大 数思想 との 葛藤を重ね

なが らも しだ い に 日本社会に 、 したが っ て また 日本人 に 定着 して い っ た とい う経緯が あ っ

たれ ば こ そ
、 幕末期に statistic が 実用学 問と して 輸入さ れた時に 、 それが 比較的 ス ム ー

ズに受容 され得 たの だとい う 、 彼 の 主張 は か な りの 説得力 を もっ 。

　報告者は か つ て 愚稿の 中で 「文化」 の 意 味を検討 した こ とが あ るが 、 culture が cult っ

ま りinterestに対 す る
一

般大衆 の 行為 ・ 行動 に よ っ て 成立する 、 とい う語源的な意味 か ら

も、 文化に お ける一般大衆 。 民衆の 果たす役割は大 きく、
こ の 点 か らみ て 、 小島の 視点は

極 め て 重要な もの と い え る 。 小島は、戦地 か ら友人 に あて て書い た 最後の 軍事郵便 は が き

で も、 当時の 統計文化が 日本 固有の 伍統的 な統計 思想 に 根 づ い た もの で は な く、

一種の 流

行にす ぎず 、 こ れ を打破 しない 限 りは民衆を統計 に近づ け 、 真 の 統 計文化を民衆の 手で 築

きあげ る こ とは で きな い 、 と主張 して い る 。 彼の こ う した鋭い 指摘は 、 民俗学 と統計学の

の 学際的 立 場 に立 ち 、 あ らゆ る こ と に 貪欲 な 関心 を示 した 彼だ か らこ そ 成 しえ た もの で あ

る とい っ て よ い
。

IV 　　 統 計 と 寸青 報

　小 島の 時代 、 情報と い え ば一般に 「諜報」 の 意味合い が 強 く、 現代人が 幅広 く用い て い

る情報 とい う用語の 使い方 は ほ とん どみ られなか っ た し、 小島 自身が 統計関係 の 実務に携

わ っ て い た こ と もあ っ て 、 小島の 文章に は情報とい う用語 は登場 しな い 。 しか し、 彼が統

計文化 と呼 び 、 考察を深め た か っ た もの は 、 まさ に 情報文化その もの なの で は なかろ うか 。

例えば 、 次の
一節をみて み よ う。

　　ひ とは 農耕の 文化が 天文学を生 み 、 航海術が数学 を生 ん だ とい う時間 、 空間の 制約

　か ら超 越 した文化起源説を 、 統計文化の 領域 に もお しひ ろげて 、 政 治 、 徴税 、軍事に

　関連 して 統計調査 が発生 し、 さ い こ ろの 遊戯が 確率理 論 を生 ん だ と し 、 両者 の 概念上

　の 安易 な 結合か ら統計理 論の 生成を説 こ うと して い る 。 こ の よ うな実 際生活上の 必要

　は 文化 な い し科学 の 理 論 を生 む 動機 とは な るが 、 学問の 個的性格を つ くる もの で は な
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　 い 。　（中略）統計文化は みずか らの 統計的な世界観 を客観化 した もの で ある 。 統計的

　意識 、 統計的心理 、 統計的思想をふ くむ精神は内的で は あるが客観的に形成せ られ た

　 と き に 自己 を統計的文化 と して 表現 ず る 。 本来た ん な る生活の 必要を動機と して 生 ま

　 れ た続計的社会的関係 は実 際上 に必要な 限度 の 知識 や 技術を遇不足 な くも っ て い るに

　 す ぎな い
。

これ は 、 小 島が 「日本統計文化史序説」の 結論部分で 学問と文化の 関連を整理 して い る部

分で あ るが 、 要す るに彼の い わ ん とす ると こ ろ は 、 現実 の 必 要性が 統 計調査や 統計理論を

生み 出 した の だ と して も、 そ れ を精神活動 と して 、 したが っ て また文化 と して なが め る場

合に は 、 そ うした現 実の 必 要性は 、 統計文化成立 の ため の 十分条件で は あ るが 、 必 要十分
条件で は な い とい うこ とで あ る 。

　同様な こ とは 、 現実の 必 要性が情報活動 あ る い は情報化の 進展 を促進 した こ とと情報学

や情報理論が それを追 い か け る形で 形成さ れて きた とい う状況 で もよ くあて は まる 。 すな

わ ち 、 例え ば 、 50 年代 に世 界で 初めて マ ッ
ハ ル ブ が 「知識」 とは 何か を追究 し、 そ の 生

産 ・ 流通 を定量的 に 分析 した とき 、 少な くともア メ リカ 社会 に おい て は 知識産業 の 国内に

占め る規模 は GNP 比で 30 ％ を 占めて い た の で あ っ て 、 情報化社会は すで に あ る程度進

行 しつ つ あ っ た とい っ て よ い
。 そ の 結 果 、 さまざ まな情報学理 論の 大 半 は 、 い か に した ら

大量の 情報を正確 に よ り速 く伝達 し うるか 、 とい う技 術的視点と情報化 が 企業活動な り産

業構造 な りを ど う変化させ て い る か 、 とい う社会的視点 に集中 した の で あ る 。
っ ま り、 な

ぜ人 々 は 情報化を受 け入れ たの か
、 あ るい は 、 情報 化は人々 の 思考 ・ 行動様式を ど う変え

っ っ あ るの か と い う文化的視点 は これ まで 、 最 も不 足 して い た分析視角な の で ある 。 小島
流に い えば 、 「情報文化は大衆 自 らが情報的 な世界観 を客観化 した もの 」 なの だ とすれ ば 、

さ まざまな憤報 活動その もの を文 化的視点に よ っ て あ らため て 捉 え 直す意義 は極めて 大 き
い 。

　統計は そ れ 自身が数量 的集団情報で あ るが 、 今 日に お い て は 、 そ れを生 産す るこ と自体
が 情報活動の 重要 な一

側面 で もあ り、 そ の 意味で 情報 の 性格を最 も典型 的に もっ もの で あ

る 。 したが っ て 統計お よび統計活動の 分析は情報文化論の 重要な構 成要素 とい え よ う。

　今井 賢氏が 例え ば本学会誌第 1号 で 指摘 して い る通 り、 新 しい 学 際的学問領域 の 形成を

目指す 「情報文化」 には 、 幾つ か の 柱と な る理論 の 出現 が待たれ て い る 。 とすれ ば 、 小島
が 統計文化 とい う ターム で 我 々 に語 りか けて い る内容 は 、 少な くと もそ の 理論の 1 っ を示
唆 して い るの で は なか ろ うか 。

《参考》 ；小 島研究 ・ 紹介 の 論稿

＊ 杉原四 郎 「小島勝治 と 『浪華の 鏡亅」　（『未来亅第 73 号）
＊ 吉田 光邦 「若 々 しい 思考の あ と 一

統 計文化史研究の 一里塚 一
」

　　 （『週刊読書人」 1972 ． 10 ． 23 号）

＊ 北島正 元 「日本的数理観念 の 形成過程
一

小 島勝治 と 『日本統 計文化 史序 説亅
一

」

　　 （『朝 日 ジ ャ
ーナ ル亅 1972 ． 11 ． 17 号 ）

＊ 藪内武 司 「小島勝治著 『日本統計文化史序説」書評 」　（『統計学 亅 26 号）
＊ 竹内啓 「社会思 想 と して の 統計学発達史

一
小 島勝 治著 『日本統 計文化史序説亅書評」

＊橋本勝 「小島勝治著 『統計文化論集 1 亅書評」　（『統計学』 44 号 ）
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